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　市議会だよりは２月、５月、８月、11月
の第２土曜日（定例会号）、
１月１日（新年号）に発行
します。
　次回の市川市議会は５月
に臨時会が開かれる予定
です（定例会の開会予定
日は８面に掲載）。

２月定例会号

●議員からの寄附やあいさつ状（答礼のための自筆によるものを除く）は公職選挙法で禁止されています●

２月定例会

当
初
予
算
案
な
ど
を
可
決

　

市
議
会
は
、
平
成
31
年
２
月
定
例
会
を
２
月

18
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
月
定
例
会
で
は
、初
日
に
村
越
祐
民
市
長
が

施
政
方
針
演
説
を
、次
い
で
田
中
庸
惠
教
育
長
が

教
育
行
政
運
営
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
続

い
て
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
案
を
含
む
市
長

提
出
議
案
等
35
件
を
一
括
議
題
と
し
、
こ
れ
に

施
政
方
針
、教
育
行
政
運
営
方
針
を
含
め
て
、各
会

派
が
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、議
員
か

ら
は
、
市
川
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

案
、
妊
婦
が
安
心
で
き
る
医
療
提
供
体
制
の
充

実
と
健
康
管
理
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
案
等

の
発
議
６
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、

10
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、市
議
会
は
、市
長

提
出
議
案
の
25
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決

し
、
諮
問
４
件
を
異
議
な
い
旨
答
申
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
は
、
固
定
資
産
評
価
員
、
教

育
委
員
会
委
員
な
ど
の
選
任
あ
る
い
は
任
命
に

関
す
る
追
加
議
案
４
件
も
提
出
さ
れ
、
市
議
会

は
こ
れ
ら
４
件
と
も
原
案
通
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
条
例
案
１
件

及
び
意
見
書
案
４
件
を
可
決
、
意
見
書
案
１
件

を
否
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
２
件
を
不
採

択
と
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
市
長
の
専
決
処
分

に
関
す
る
６
件
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

（
代
表
質
問
は
２
～
５
面
、
一
般
質
問
は
６
～

７
面
、
審
議
結
果
一
覧
は
８
面
に
掲
載
）

市
長
の
施
政
方
針
な
ど
に
各
会
派
か
ら
代
表
質
問

◆
施　
政　
方　
針
（
要
旨
）

◆
教
育
行
政
運
営
方
針
（
要
旨
）

◆
当　
初　
予　
算

　

当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が
対
前
年
度
比
９
・
６
％
増
の
１
５
７
８
億
円
、
特
別
会
計
は
、

３
会
計
を
合
わ
せ
て
７
４
２
億
４
８
０
０
万
円
で
同
０
・
１
％
の
減
、
公
営
企
業
会
計
は
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
の
民
営
化
に
伴
い
、
病
院
事
業
会
計
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

下
水
道
事
業
会
計
の
１
会
計
と
な
り
、
予
算
額
は
、
１
８
８
億
円
で
同
６
・
２
％
の
減
、
総

額
で
は
２
５
０
８
億
４
８
０
０
万
円
、
同
５
・
３
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
東
京
都
に
隣
接
し
、
鉄
道
網
や
道
路
交
通
網
等
が
発
達
し
て
い
る
一
方
、
大
町

自
然
公
園
等
の
豊
か
な
自
然
や
国
史
跡
の
曽
谷
貝
塚
等
の
文
化
財
な
ど
に
も
恵
ま
れ
て
い

る
。
平
成
31
年
度
は
、
こ
れ
ら
地
域
資
源
を
活
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
へ
の
投
資
と

い
う
視
点
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
生
活
の
在
り
方
が
根
本
的
に

変
わ
る
未
来
都
市
と
し
て
、
人
々
を
引
き
寄
せ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
。

（
市
政
運
営
の
基
本
方
針
）

　

�

循
環
型
社
会
で
地
球
環
境
に
貢
献　

将
来
に
わ
た
り
健
全
で
恵
み
豊
か
な
ま
ち
を
維
持

す
る
た
め
、
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
。

　

�

情
報
技
術
の
活
用
に
よ
る
業
務
革
新　

行
政
が
持
つ
デ
ー
タ
を
先
進
的
技
術
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
都
市
生
活
の
利
便
性
を
高
め
る
と
共
に
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

　

�

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り　

い
つ
ま
で
も
心
身
共
に
健
康
で
、
生
涯
を
通
じ
て
市

川
市
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
、
先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　

�

国
内
外
へ
の
情
報
発
信　

産
学
官
連
携
に
よ
る
地
域
課
題
解
決
の
取
り
組
み
を
国
内
外

に
広
く
発
信
し
、
新
た
な
知
見
を
本
市
に
集
め
、
変
革
の
中
心
と
し
て
機
能
し
て
い
く
。

（
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
―
重
要
な
施
策
）

　

�

安
心
な
ま
ち
づ
く
り　

子
育
て
支
援
、
防
災
・
防
犯
、
待
機
児
童
対
策
、
障
が
い
者
の

就
労
支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
、
浸
水
対
策
な
ど

　

�

快
適
な
ま
ち
づ
く
り　

ご
み
の
資
源
化
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
、
地
域
特
性

を
活
か
し
た
空
間
整
備
、
都
市
基
盤
の
計
画
的
な
整
備
な
ど

　

�

活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り　

臨
海
部
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
向
け
た
市
民
交
流
の
機
会
創
出
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど

　

平
成
31
年
１
月
に
新
た
な
教
育
振
興
大
綱
が
市
長
に
よ
り
策
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

教
育
委
員
会
で
は
、
第
３
期
市
川
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
作
成
し
た
。
教
育
は
普
遍
的
な

使
命
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
新
時
代
の
到
来
を
見
据
え
た
教
育
政
策
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も

目
標
の
実
現
に
向
け
、
教
育
行
政
の
運
営
に
努
め
て
い
く
。

（
教
育
行
政
運
営
の
基
本
方
針
）

　

�

第
２
期
市
川
市
教
育
振
興
基
本
計
画
の
点
検
・
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
、
更
に
取

り
組
む
べ
き
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

　

�

技
術
革
新
や
長
寿
化
の
進
展
等
の
将
来
を
見
据
え
、
す
べ
て
の
人
が
個
性
を
伸
ば
し
可

能
性
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
、
国
の
動
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、
学
習
環
境
を
充
実
さ
せ
る
。

（「
人
を
つ
な
ぐ�

未
来
へ
つ
な
ぐ�

市
川
の
教
育
」
の
実
現
に
向
け
て
―
重
要
な
施
策
）

　

�

生
涯
を
通
じ
た
学
び　

地
域
の
教
育
資
源
の
活
用
や
他
機
関
と
の
協
働
の
推
進
、
学
習

機
会
の
充
実
化
、
文
化
財
等
を
活
用
し
た
企
画
展
の
開
催
な
ど

　

�

学
校
に
お
け
る
学
び　

道
徳
教
育
の
推
進
、
特
別
支
援
教
育
の
推
進
、
不
登
校
や
外
国

人
児
童
生
徒
等
へ
の
支
援
な
ど

　

�

教
育
の
未
来
環
境
の
整
備　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
充
実
化
、
放
課
後
に
お
け

る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
体
制
整
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
な
ど

平成31年３月26日に開通した妙典橋。江戸川放水路を挟んだ高谷地区と妙典地区が結ばれ、市内東西方向の交通の分散化も期待される。

　市議会は、情報政策部の

新設及び清掃部の廃止を定

める市川市行政組織条例の

一部改正を受け、常任委員

会の所管事項を改める市川

市議会委員会条例の一部改

正案を発議し、全会一致で

これを可決しました。

市川市議会委員会条例
の一部改正案を可決

（※５月１日に「平成」から「令和」に改元されましたが、本紙の記事中では２月定例会開会時に用いられたとおりに表記しています。）


